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　私の研究室（宇宙物理）に来る学生に聞くと、テレビも新聞もあまり見ないと言

います。それなら、ニュースはどこで知るのか尋ねると、インターネットで分かり

ますと応えていました。最近は、新聞社がまとめた時事問題集が就職活動に向けた

対策本として売られています。確かに、ニュースの知識は得られるであろうが、君

たち学生の見解はと聞くと、ニュース等で流されている内容がそのまま返ってく

る。

　私は、テレビを結構よく観ます。その中で楽しみに観ているのが���の大河ド

ラマです。現在は、「龍馬伝」が放映されています。一昨年に「篤姫」が放映された

ときには女子学生の間で話題になったと報道されていました。現在、放映されている「龍馬伝」は、主人公が格

好良く面白いです。観ていると、土佐藩士の武市半平太のシーンが随分と長く引っ張られました。最近の場面

で、龍馬が「気概だけではこの世の中は変わらないぜよ」とのことばになるほどその意味があったのかと分かり

ました。私たちの世代は、司馬遼太郎著の「竜馬がゆく」（１９６２年）を愛読しています。その中では、武市半平太

との関わりはこれほど大きくはなかったとの印象があります。右上がり成長の時代とは異なり、現在の先行きが

不透明な時代での「龍馬」を描くことを制作者は狙っているようです。司馬遼太郎の「竜馬」もヒーローなので

すが、歴史的青春群像の中で描かれていると思います。現在制作中の「龍馬」（福田靖脚本）では「龍馬」個人に

焦点を当てたドラマのように見えます。

　このようなとりとめのない話を研究室に来る学生と交わしたいものと思っています。大学４年間は短いもので

すが、おそらく君たち人生の中で最も自由に使える時間が豊富にあるときです。この時間を有効に使って社会に

飛び立つ準備を整えて欲しいものと思います。
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　みなさん、大学に入学してから半年が過ぎました

が、生活は落ち着きましたか？入学する前は、高校の

授業、部活動、塾など決められた時間で毎日を過ごし、

自由な時間は少なかったのではないでしょうか。入学

後は、ガイダンス、履修登録、多彩な講義、一人での

生活など、自分で判断し行動することが多くなり、戸

惑うことが多かったと思います。それでも半年が過ぎ

て、少しは落ち着いて来た頃でしょう。そこで、４年

間の大学生活のシナリオを考えてみてはどうでしょう。

　前期の授業は、自分の興味や友達・先輩の意見など

を基準にして申請し、受講した人も多かったのではな

いでしょうか。これからも同じように考えて過ごすこ

ともできますが、新しい自分を発見するために、

ちょっと違った基準で選ぶことにチャレンジしてみて

はどうでしょう。新しい知識や物の見方など、新しい

自分作りには欠かせない要素となるはずです。ぜひ後

期は、チェンジするための一歩を踏み出してみましょ

う。

　さて授業だけではなく、それ以外にもどんどん新し

い世界に踏み出してみてはどうでしょうか。大学時代

は、それができる貴重な時期です。新しい事にチャレ

ンジする時には、今までにない経験をするのですか

ら、常に不安がつきものです。しかしこの経験が皆さ

んを大きく育んでいきます。特に成功体験だけでな

く、失敗体験の方が大きなものになると思います。最

近では、失敗を恐れて無難に生活を送っている学生が

多く、この時期にしか経験できない貴重な機会を見逃

しているような気がします。

　現在の社会は、「ストレス社会」だと言われるぐら

い、ストレスが蔓延しています。しかし本当にストレ

スは、すべて悪者なのでしょうか。人間の身体は、過

剰なストレスに対して、様々変調を起こしてしまいま

すが、適度なストレスに対しては適応していきます。

高校時代に、何時間も受験勉強をしていた頃、毎日長

い道のりを徒歩や自転車で通学していた時など、身体

はしっかり適応してすごい身体になっていました。し

かしその環境が変わって楽な環境になると、逆に適応

して身体はだんだん弱くなっていきます（受験勉強し

ていた時間だけ、現在は集中して勉強できますか？）。

つまり皆さんの身体は非常に賢く、毎日の生活に密接

に関係してバランスを取っています。ですから、適度

なストレス→適スト（テキスト）は、皆さんにとって

必要な要素だと思います。

　これからの大学生活では、新しい事にチャレンジし

て、どのような「適スト（テキスト）」を見つけるかが

ポイントになります。ボランティア活動、部活動、同

好会活動など授業以外での様々な活動も積極的に参加

してみてください。自分とは全く異なったタイプの

人々との付き合いや、生活の時間が制限されるなど、

様々なストレスが掛かってきますが、それを解決して

いく過程が貴重な体験になります。限られた時間の中

でやりくりの仕方を覚えたり、相手の良い所に目を向

けながらコミュニケーションを取り、みんなで仕事を

解決していく過程で、素晴らしい能力を身につけるこ

とができます。最近の就活のキーワードは、「コミュ

ニケーション能力」です。集団と積極的にかかわりな

がら、自分自身の特徴をしっかり出して行くかが、特

に問われています。

　さあ、これからの４年間で自分のテキスト（適スト）

とうまく付き合いながら、自分自身の「普通」をしっ

かり見つけて、充実した大学生活を送ってください。
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平成 21年度推奨授業表彰平成 21年度推奨授業表彰
　推奨授業表彰制度は、年度毎に教養科目の中から推奨授業を選定し、担当教員を表彰することによって、授業

の改善及び教育力の向上を図ることを目的に、２００１年度に制定されました。

　推奨授業は、専任教員が担当するすべての正課授業を対象とし、「推奨授業表彰候補者推薦書」、「学生による授

業評価」、「当該授業の成績評価」、「シラバス」、「表彰候補者の面接」などに基づいて教育上の多大な努力や優秀

な教育技術等を総合的に評価し選定されます。

　平成２１年度推奨授業には、次の２つの授業が選定されました。

平成２１年度推奨授業の表彰式　（H２２．６．１１　学長室において）
一番左から白石副学長、勝本副センター長、榊守先生、吉田宏二先生、池田学長、
ジョイスイサベル　カニンガム　先生、森野センター長、佐藤副センター長

授業概要：基礎的な実験と講義を通して、自然現象（特に物理現象）への理解を深め、現代科学や近代技術の基

礎となる自然の仕組等を理解するとともに、物理実験の基本事項を知る。授業では、まず物理実験全般に関わる

考え方や留意点について解説し、次にいくつかの物理現象（「力学」「振動・波動」「熱・仕事・エネルギー」「電

気・磁気」「物質・原子」）を選び、それに関わる基礎的な実験を行うとともにその実験の意味を演習的にえる。

「物理学実験基礎」 吉田 宏二 先生 （大学教育センター）
藤原 高徳 先生 （理学部）
榊 守 先生 （教育学部）
栗原 和美 先生 （工学部）
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＊授業概要は平成２１年度教養科目シラバスより抜粋

「総合英語 レベル４」 ジョイス イサベル カニンガム 先生 （人文学部）
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ローザプルムラローザプルムラ 第4141号　小特集①号　小特集①ローザプルムラ 第41号　小特集①

平成平成2121年度推奨授業表彰インタビュー年度推奨授業表彰インタビュー平成平成2121年度推奨授業表彰インタビュー年度推奨授業表彰インタビュー平成21年度推奨授業表彰インタビュー
　平成 21年度推奨授業表彰を受けられた「総合英語　レベル４」のカニンガム先生 （人文学部）、「物理学実験

基礎」の吉田先生（大学教育センター）にお話しをうかがいました。
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�������先生（人文学部）
「「「「「「「「「「「「「総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合英英英英英英英英英英英英英語語語語語語語語語語語語語レレレレレレレレレレレレレベベベベベベベベベベベベベルルルルルルルルルルルルル４４４４４４４４４４４４４」」」」」」」」」」」」」

受賞おめでとうございます。
先生が総合英語の授業で心掛
けていらっしゃるポイントを
教えて下さい。
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校まで文法と語彙を教え込まれてきた人たちが多いの
で、英語って楽しい、と思ってもらえる目新しさを出
したいんです。そのために授業では多少役者みたいな
気持で臨んでいます。����������	��
����
����������
�������でも、私だけが頑張るんじゃなくて、学生さん
もそれにつられてノッてもらい、お互いがついコミュ
ニケーションをとりたくなるような。そういう雰囲気
を作ろうとしています。
　総合英語は１講時にもありますから、そこでしょっ
ぱなからワクワクして授業に来てもらうのはある意味
至 難 の わ ざ で す。�����������		
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���������朝から出てきてもらうためには自分も早め
に教室に顔を出して、機材をちゃんとセッティング始
めるようにしています。

確かに、総合英語は１講時と２講時なので、朝から自
分にネジをまくのは先生も学生も大変ですね。
　それから、クラスではお互い知り合うチャンスを多
く作るようにしています。小さなペアやグループ同士
にし、お互い顔が見えるように座ってもらいます。
それに、木曜の１講時は特に、水曜でクラブ活動を
やった後の学生が多いので、頭をリフレッシュしても
らう意味もありますね。���������	�
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先生は、シンプルな英語で学生にわかりやすい指示を
出していらっしゃるなぁ、といつも思うのですが。
　特に課題などに関する指示は、わかってもらえない
と学生が損をしますからね。また、わからないことは
ちゃんと確認するなり、質問するなり、してもらいた

いと思っています。日本の学生はわからないことをあ
まり顔に出さないでしょう。それがいい学生像だと
思ってますよね。��������	��
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本人の先生は学生の様子を見てわかるのかもしれませ
んが、私は、わからないことはわからないと表現する
文化で育ってきたので、アピールしてもらわないとわ
からない。質問されないと、みんながわかっているだ
ろうと思って進んでしまいがちです。ですから、なる
べくわからないところはわからないと言ってもらいた
いし、少なくともお互いに確認できる時間をとって、
学生同士で不安を解消できるようにしてもらいます。
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フォーカスしている時でなければ、多少間違ってでも
いいから「何か話す」こともとても大切です。でない
と、実際に英語を使う場にまごまごして、必要なコ
ミュニケーションがとれなくなってしまう。文法的に
正しいだけが重要なことではないのですが、間違って
もいいから考え込まずに話す、ということに慣れても
らうには時間がかかりますね。何カ月も言い続けるよ
うにしています。�������������が必要な状況もあります
からね。

それはとても大切なことですね。高校まで、英語は
ちょっとでも間違ったらいけない、と思っていた学生
にとっては大きな意識改革です。
　ですから、間違いを直すときにもかなり気を遣って
います。��������������	
��������������	
������	
�����ただ
否定することが必要なことではなくて、学生が陥りそ
うな間違いに気づいて、その間違いをしなくなるよう
にすることが一番大事なことですから。�������	�
�������������	��
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たせながら、うまくいったときには大いに褒めるよう
にしています。

では、学生にメッセージをお願いします。
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吉田　宏二先生
�����（大学教育センター）
「「「「「「「「「「「「「物物物物物物物物物物物物物理理理理理理理理理理理理理学学学学学学学学学学学学学実実実実実実実実実実実実実験験験験験験験験験験験験験基基基基基基基基基基基基基礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎礎」」」」」」」」」」」」」

４名を代表して吉田宏二先生
にお話を伺います。まずは受
賞に関するご感想を聞かせて
ください。
　正直なところ、意外に思っ
ています。ラッキーと言える部分もあるのかなと
（笑）。授業アンケートの結果が良かったということ
ですが、教え方うんぬんが評価されたのではなくて、
単に学生が一生懸命実験をやって、その実験が面白
かったと。そういうことではないかと思いますよ。

それは少し謙虚過ぎませんか？（笑）
　前年と比べてよりわかりやすいように内容を変えた
とか、やり方を工夫した、というのは確かにあります
が、一番は人数がちょうど良かったというのがありま
すね。今回は２５名くらいでした。前年は４０名を越える
くらいで、実験装置をあまりさわれない学生も増えて
きます。また人数が少ないと目が行き届きやすく、手
厚い指導ができる。そういうことが好評価につながっ
たのでしょうね。

授業の様子をきかせてください。
　私は力学実験を担当していたのですが、担当者に
よってやり方は違います。私の授業では２人１組に
なって、高校の教科書に載っているような基本的な実
験をします。他には、例えば、ひとり一人がモーター
工作し、その回転数を競う「コンテスト」もやってい
ます（栗原先生）。学生はそういったイベント的なこと
の方が面白いのかもしれませんが（笑）。

教養の実験科目ですが、どんな学生さんが多いです
か？
　やはり工学部と農学部の学生が多いですね。半々く
らいです。前回は人文学部の学生もいたんですよ。物
理はやったことないけど興味があると。

それは少し驚きです！学部を問わず参加歓迎、という
ことですか？
　気持ちとしてはそうですね。ただ、シラバスでは
�「一度何らかの形で物理をやったことがある人」と制限

を付けています。もちろんこれはやる気次第でどうに
でもなります。

前提として理論的な知識があった方がいいと？
　もともと実験というのは、ある程度は座学とセット
でないと意味が薄いわけです。例えば、力学で言えば
重力加速度��９．８���２というのはよく知られているこ
とですが、それを実験で定量的に求めたかったとしま
す。授業では実験の手法がある程度指定されていて、
その通りにやればそこそこの値は実現できるかもしれ
ません。でも、値が実現できるだけでは意味がないと
思っています。本当はその裏にある理論というか理屈
を理解してもらって、それが目の前で実際に本当に起
こるんだ、ということを体感してもらいたいわけで
す。
　それがないと、あまりにも出てきた数値に目を向け
すぎてしまう場合もあるんですよ。実験では、妙な数
値が出てきたらそれはそれで何がおかしかったのかを
考察するのが大切と思っています。極端な話、９．８と
ぴったり出たからといって、果たしてそれがいい実験
だったのか？と言えるわけです。どこかで計算間違い
したのかもしれないし、ミスが重なってそうなったの
かもしれない。

残念ながらすぐには喜べないわけですね。
　実験ですから何かのエラーが起こるのは当然です。
大事なのは、そのエラーによってどれだけ定量的な意
味で結果が左右されたかを説明しようとすることで
す。例えば数値が予定より小さくなったと、だったら
あるエラーが数値を小さくするように働いたはずだ
と、それを調べるとそのエラーを定量的に意味づけで
きる。そういったところまで考えられるようになって
ほしいと思っています。

最後に、学生さんへのメッセージをお願いします。
　高校でも「実際にやってみる」という機会があまり
なかった人は多いでしょう。習った結果と実際の現象
がこういう風に合致するんだ、と実感することで興味
が強くなったり、新しく何かに気付いたり、とにかく
学習のきっかけにしてほしいし、きっとそうなると思
います。実験と理論のいったりきたりが物理の歴史そ
のものでもありますからね。とにかくよく考えて、そ
の考え方を自分なりにものにしてほしいですね。もち
ろんこれは物理に限った話ではありません。

� ������������������������������������������
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ローザ・プルムラ 
第41号　小特集②

学生就職支援センター長　大　西　和　榮

　大学は学生さんが主役です。最近の新聞には、どこそこの大学のナンチャラ学生グループが、どういう活動を

したといったことが盛んに報道されています。茨城大学においても、社会と繋がる大学の行事に積極的に関わる

学生さんの姿がみられます。図１は、本年７月２４日に開かれた茨城大学オープンキャンパスでの一コマです。赤

いシャツを着た在学生が、キャンパスを訪れた高校生や保護者の相談に熱く答えています。図２は、就職ガイダ

ンス教室の前に立ち、先輩内定者として３年生に就職体験を話す学生就職活動支援サークル������代表の長谷川

貴広君（理学部４年）と二人の副代表です。図３は、水戸黄門祭り市民カーニバルに参画した茨城大学パレード

に加わり、市民に華麗な踊りをアピールした学生さんの一団です。大学名の入った揃いの‘はっぴ’が映えてい

ます。

　今や学生さんは、授業外の社会活動にも果敢に打って出ております。就職すると云うことは、社会人になるこ

とです。社会人になるためには、社会人基礎力を身に付ける必要があります。授業での学修と社会との関わりを

通して社会人基礎力が生まれます。社会との関わりなく卒業した入社後に、いきなり社会人基礎力は生まれませ

ん。近年、就職活動（就活）は厳しいと云われます。就活が厳しいと云うことは、会社も厳しいと云うことです。

かたや、大学はこの厳しさにどう対応しているでしょうか。会社は新入社員に社会人基礎力を施す余裕はありま

せん。入社試験・面接をとおして社会人基礎力を身に付けた学生さんを拾い上げるのです。

　就活とは仕事を選ぶこと、会社を選ぶことです。江戸時代までと違って今は自由に選ぶことができます。自由

に選べるといっても、実は皆さんは会社から選ばれる立場でもあることを頭に入れて置きましょう。これまで皆

さんが過ごした学校時代は、成績が良ければ選ばれました。会社は、成績が良いだけでは皆さんを選びません。

成績が良くても自社にマッチしなければダメです。

　自由に会社を選べるといっても、自由に仕事を選べるといっても、会社や仕事を知らなければ選びようがない

ですよね。でも、会社や仕事を教えてくれる授業は、わずかな例外を除いて大学にはありません。どんな例外が

図３．水戸黄門祭り市民カーニバルで踊る学生

図１．キャンパス公開での支援学生 図２．キャリアガイダンスでの支援学生
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あるかシラバスで調べてご覧なさい。では、どうしたら選ぶことが学べるのでしょうか。答えは「自分で学ぶ」

です。就活を通して学生さんは確かに成長します。もし、学び方がわからなかったら、自分の身近な就職担当の

先生に相談して下さい。あるいは「学生就職支援センター」に来て下さい。「学生就職支援センター」が果たして

使えるセンターか、使えないセンターかは、あなたの利用仕方次第です。

図４は、茨城大学の平成２２年３月卒業生が選んだ進路です。この進路結果が生まれるまでには、大学１年生から

の長期に亘る学生さん個人の努力と大学の準備がありました。大学１年生から準備することに驚くかも知れませ

ん。なぜ、就活はこんなに長いのでしょうか。それは、就活については、法整備が未だなされていないからです。

　一方、日本での「キャリア教育」は小学校から大学まで最近ようやく法整備されました。□�教育基本法第２条

�（教育の目的）第２号：個人の価値を尊重して、その能力を伸ばし、創造性を培い、自主及び自立の精神を養うと

ともに、職業及び生活との関連を重視し、勤労を重んずる態度を養うこと（下線部は筆者による。平成１８年の改

正で下線部が付け加わった。）□�学校教育法第２１条（義務教育の目標）抜粋：職業についての基礎的な知識と技

能、勤労を重んずる態度及び個性に応じて将来の進路を選択する能力を養うこと（平成１９年の改正）。□�平成２１年

３月改定の新学習指導要領では、「（抜粋）【高等学校】生徒が自己の在り方生き方を考え、主体的に進路を選択す

ることができるよう、学校の教育活動全体を通じ、計画的、組織的な進路指導を行い、キャリア教育を推進する

こと。」□�平成２２年２月の大学設置基準等の改正では、「（抜粋）大学は、当該大学及び学部等の教育上の目的に

応じ、学生が卒業後自らの資質を向上させ、社会的及び職業的自立を図るために必要な能力を、教育課程の実施

及び厚生補導を通じて培うことができるよう、大学内の組織間の有機的な連携を図り、適切な体制を整えるもの

とすること。」…以上はお役人言葉ですので、読みにくいかもしれませんが、若者の生涯に寄せ、国の将来を愁う

気持ちが表れていますね。

　終わりに、なぜ、就職するのかを考えてみましょう。答えは一つではありません。あなたには、あなたの答え

がある筈です。次の言葉も一つの答えです。

『�民�の�道�たるや、�恒��産��有�る�者�は�恒��心��有�り、恒産�無�き者は恒心無し。』
たみ みち コウ サン あ もの コウ シン あ な

�（『孟子』藤文公・上）【大意】一般庶民に共通しているのは、安定した収入があれば心も落ち着き、安定した収入

がなければ心も落ち着かないものだ。「恒産＝生業」、「恒心＝安定した正しい心」の意。

　卒業は大学にとってのゴールでした。就職は卒業する学生一人一人の人生のスタートと云われてきました。こ

こに至って、就職は大学にとってのゴールと云われかねないムードになっています。好いスタートとゴールが切

れるために、密度の濃い大学時代の一日一日を送りましょう。

図４．　学生の進路状況（平成２１年度）
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就職活動に関する先輩からのアドバイス
「１年生のこの時期の過ごし方」

■秋ですね！おいしいものがたくさん！この時期にたくさんおいしいものを食べて、栄養をとってくださいね。特に独り暮ら
しのみなさんは栄養が偏ったり不足しないように（すっかりおかんモードです）。（上田）

■今夏は暑かったですね！あまりの暑さで精気がまだ回復していない、そんな人も多いのではないでしょうか？そんなあなた
に（わたしに）茨城のアンコウを！おいしい季節が来ました。まだの人はぜひご賞味を。（梅原） 

■地球温暖化のせいでしょうか？ゲリラ豪雨、記録的な猛暑の今夏、皆さんはどのように過ごしましたか？最近はずいぶん過
ごしやすくなりましたが、まだその影響で疲れが…。これからはどんな異常気象が待っているのでしょうか？暖冬なら許せ
るかな。（＾ｖ＾）（吉田）

発行日　平成 22年 10月／発行者　茨城大学　大学教育センター　水戸市文京 2－1－ 1　029（228）8416（学務課教養教育係）
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理学部理学科生物科学コース

４年　竹　谷　知　幸

　私は地元の銀行の一般職に内々定をいただき

ました。自分の就職活動を振り返ってみると、

不景気の影響もあり予想していたよりも長期化

し、また厳しかったです。１年生の皆さんに１

つアドバイスをさせていただくとしたら、充実

した大学生活を送ってほしい、という一言に尽

きます。

　将来就きたい職業が決まっている人は、時間

のある今の中に資格試験を受けたり、また関係

のある業種でアルバイトをしてみるのもいいで

しょう。自分がどんな仕事にしたいのかわから

ない人は、学業はもちろん、アルバイト、サー

クル、部活、ボランティア、海外旅行…なんで

もできることはあります。自分らしくないな、

と思うようなことにチャレンジするといいと思

います。小さなことが意外自己アピールとなる

ことがあるからです。

　就職活動はまだまだ先のことだと感じるで

しょうが、本当にあっという間なので、限られ

た時間を大切に、自分なりになにかに一生懸命

取り組めば自信を持って就職活動ができると思

います。�

　私が１年生の後期にやっておくべきだと思う

ことは、まずはしっかりと大学の単位を取って

おくことです。３年生の後期から企業の合同説

明会やエントリーなど、本格的に就職活動が始

まりますが、その時までにちゃんと単位を取っ

ていると、志望する業界、企業についてじっく

り考え、志望企業の選考にもある程度余裕を

もって挑むことができます。

　また、業界、職種、企業についてインター

ネット、書籍などを利用して調べることも大切

です。私の経験では、この業界、企業研究に最

も時間がかかりました。まだ１年生で就職活動

に対して実感が湧かないとは思いますが、早目

に調べておくと３年生後期に慌てることもない

かもしれません。私は３年生後期になってから

合同説明会に出たりして企業研究を始めました

が、遅かったなと思いました。他にも自己分析

とか���などの試験対策がありますが、１年生

のうちではなくても早目にやっておくと良いと

思います。就職活動では何でも早目に行動した

方が楽になります。

人文学部人文コミュニケーション学科

４年　市　田　尚　子




